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１．はじめに 

 低平地における水田地帯は一般的に、河川に隣接する状態で存在しており、台地の畑地・市街

地といった面源からの汚濁物質の河川への流出に影響を及ぼすことが考えられる。そのため、面

源対策においては、モデル開発が必要であるが、現時点で、脱窒や吸着による水田の浄化作用や

水管理といった項目全てを考慮できるモデルはない。今後のモデル開発に向け、水の流出過程を

定量的に把握する必要がある。 

そこで、本研究では、千葉県・印旛沼流域の北西部に位置する鹿島川上流に隣接する約１ha の

水田で約１年間モニタリングを行い、台地からの流入と水田の水管理が及ぼす影響を考慮し、水田

地帯における水・物質収支を求めた。 

２．調査方法 

 千葉県・印旛沼流域の鹿島川上流に隣接する約１

haの圃場に位置する、幹線排水路・小排水路・灌漑

用水路で流量測定・水のサンプル採取を２０１５年

４月２８日から２０１６年３月７日まで約１年間

行った(図１)。また、この地域は谷津と呼ばれる台

地に谷が入り込んだ特徴的な地形である。谷津の中

央を流れる川の周りの細長い低湿地部は水田とし

て利用され、これを谷津田という。その為、この地

域ではポンプを使い河川から水を汲み上げた灌漑

が行われている。 

 調査で採取したサンプルは実験室にて全窒素・硝酸態窒素・全リンの分析を行った。また、収集

した気象データと共に、蒸発散量・灌漑水量・排出量を求め、水質結果と合わせて負荷量を求めた。 

３．結果 

(１) 水質分析結果・比較 

 全窒素の結果を灌漑期(４月～９月上旬)・非灌漑期に分けて比較した(図２)。灌漑期に注目する

と、排水路の濃度が用水路よりも低くなっていた。これは、水稲への吸収・脱窒といった水田での

浄化作用が働いたと考えられる。硝酸態窒素・全リンも、同様の傾向がみられた。 

 次に、非灌漑期の結果に注目すると、小排水路の濃度が幹線排水路よりも低くなっていた。しか 
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図２ 灌漑期の全窒素結果 

図３ 非灌漑期の全窒素結果 

図４ 灌漑期の全窒素収支 

図５ 非灌漑期の全窒素収支 

し、硝酸態窒素濃度は小排水路の方が高い傾向がみられた。これは、幹線排水路では、有機態窒素 

を多く含み、小排水路では溶存態窒素を多く含んでいたためと考えらえる(図３)。 

 

 

(２) 水・物質収支結果 

 水・物質収支を、水田ブロック・幹線排水路 

においてそれぞれ収支式を立て、得られたデータ 

と共に求めた。 

水収支においては、灌漑期では表面排水が支配し 

ている事が明らかになった。一方、非灌漑期では、 

幹線排水路の水位が低くなる為、蓄えられた地下水

が幹線排水路に排出されている事が考えられた。 

次に、負荷量と収支式から全窒素の物質収支を求 

め、こちらも灌漑期・非灌漑期に分けて比較した。 

灌 漑 期 で は 、 負 荷 量 が 0.63kg/ha/day か ら

0.56kg/ha/dayに減少している事から、水質分析結果 

同様に、水田の浄化作用がこちらの結果からも把握す 

ることができた(図４)。一方、非灌漑期では、水田の 

地下層から 12kg/dayの全窒素が幹線排水路に流出し、 

水収支同様、灌漑期・非灌漑期の地下水槽における流 

出過程が大きく違う事が分かった(図５)。 

４．まとめと今後の課題 

 今回の研究から、水田の浄化による負荷量の削減を定量化することができた。また、水・物質収

支同様、地下水層からの流出が考えられた。今後は、この浄化量がどのくらい流域に影響を与え得

るのか、周囲の土地利用や施肥量も考慮し、検討すること。水田地帯での地下水調査を行い、浸透

量・実際の水質を調べ、地下水槽からの流出をより正確に定量的に把握すること。これらの挙動を

踏まえて，水田水質モデルの開発を行っていく。 
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図２ 灌漑期の全窒素結果 
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